
研究タイトル：

自動車（歩行者）交通流の解析
氏名： 玉城 龍洋／TAMAKI Tatsuhiro E-mail： t.tamaki@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士（学術）

所属学会・協会： 情報処理学会、数理モデル化と問題解決研究会

キーワード： 交通流解析、物理シミュレーション、ICT 活用教育

技術相談

提供可能技術：

・交通流の解析

・自動車道路ネットワークの最適化設計

・歩行者行動モデルの構築

・プログラミング教育および ICT を活用した初等教育

所属： 沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究内容：

 セル・オートマトン法を用いた交通流解析

 群集流動解析

 GPGPU による SPH法の並列化

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）



提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

・高速動画像処理ライブラリ HALCON (リンクス)

・小型な飛行 Drone (Parrot)

所属：沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究タイトル：

自律飛行ロボットの研究
氏名：

タ ン ス リ ヤ ボ ン ス リ ヨ ン ／

TANSURIYAVONG Suriyon
E-mail： suriyon@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士(工学)

所属学会・協会： 電子情報通信学会，計測自動制御学会

キーワード： デジタル信号処理、ロボットビジョン、教育工学

技術相談

提供可能技術：

・自律飛行ロボットによる実地調査、動的な監視技術

・画像処理を利用した制御技術

研究内容：



所属：沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究タイトル： 複数センサ及び画像処理における

ロボット制御,企業における生産管理システム

氏名：
ザカリ バイティガ

Zacharie MBAITIGA
E-mail： zacharie@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 博士 （工学）

所属学会・協会： IEEE, IEEE コンピュータ ソサエティ, 電気学会

キーワード： 飛行ロボット, ロボットビジョン, 複数センサの金融, 生産管理工学,

技術相談

提供可能技術：

・複数色認識におけるロボットビジョン及び飛行ロボット制御技術

・画像処理開発技術

・企業における生産管理システム技術

研究内容：

現在の社会の変化は大きく, 技術も日進月歩です。この変化に,私たちの研究は対応できるだけの知識や想

像力と技術の構築が必要である。それが工学に期待されている社会である。我々は, GPS をはじめ複数セ

ンサの組合せ及び画像処理を用いて飛行ロボット・移動ロボット・ロボットアームの研究を行っています。

また, 現代は情報技術が進歩しているにも関わらず企業における生産管理の製品データの管理は紙媒体で

行っている企業は少なくありません。IT による生産管理を望んでいる大手企業が多くいます。そこで我々

は IT 技術を利用して生産管理システムの開発研究（受注から出荷まで）を行い,頑健な生産管理システムを

構築しています。我々が開発しているシステムでは各機能がモジュール構造を取っており,従来システムで

あれば,一つのモジュールに不具合があるとすべてのモジュールを停止させる必要があります。しかし,本シ

ステムでは,不具合が生じたモジュールのみを停止させることができ,すべてのモジュールを停止させる必

要がないため,管理システム機能を合理化できる。さらに生産中にリアルタイムで生産数の進捗状況や各部

門のデータの流れを確認できる。本生産管理システムの開発は九州経済産業局から平成 19 年に我々のシス

テムを使用した企業に与えられる特別賞として「九州 IT 経済大賞」を受賞した。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

カメラ及び 6 つのセンサで構成される移動ロボット（4 台）

カメラやＧＰＳ及び 4 つのセンサで構成される移動ロボット（2 台）

カメラで構成される飛行ロボット（1 台）

企業データ生産管理システム開発 ロボット開発

飛行ロボット開発

主に制御



所属： 沖縄高専 メディア情報工学科

研究タイトル：

言語機能訓練支援システムの開発
氏名： 與那嶺尚弘／YONAMINE Takahiro E-mail： yonamine@okinawa-ct.ac.jp

職名： 教授 学位： 修士（工学）

所属学会・協会： 電子情報通信学会、日本福祉工学会

キーワード：
失語症、言語機能訓練、リハビリ教材開発、Android アプリ、視線解析システム、空間認知障

害

技術相談

提供可能技術：

・言語機能訓練支援アプリケーションの提供

・視線解析システムの提供

・言語機能訓練用教材作成アプリケーションの提供

研究内容： 言語機能訓練支援システムの開発とリハビリ環境改善の取り組み

【研究の背景】

コミュニケーションに必要な「話す」、「聞く」、「読む」、「書く」といった言語機能が低下した失語症患者にとって、それらを回復

させるための訓練は（リハビリ）欠かせないものである。一般に低下した言語機能は完治することはないが、長期間に渡るリ

ハビリにより機能が回復または維持すると言われている。失語症患者の言語機能を改善するためのリハビリを専門的に行う

のが、言語聴覚士（ST：Speech-Language-Hearing Therapist）である。ST がリハビリに用いている教材の多くは紙媒体のた

め、患者の症状に応じた教材の準備・保存・管理に労力を割いている。また、失語症患者の訓練内容の記録も紙媒体となる

ため、各患者の訓練成果などの整理は煩雑である。さらに、患者の音読や口頭叙述を記録するため録音機材も必要となる。

他にも医療現場などにおける ST は嚥下機能訓練なども行うため業務負担が大きい。そこで ST の業務負担を軽減する目的

で、言語機能訓練支援システムを開発している。現在、発達障碍児童向けの療育や認知症患者のリハビリへの応用を進め

ている。

【研究シーズ】

言語機能訓練支援システムは、Android タブレット用アプリとパソコンに実装した視線解析システムで構成される。

１．Android タブレット用アプリの開発（図１、図２、図３）

言語機能に関するリハビリを支援するAndroidタブレット用アプリで、①リハビリアプリ（11種類）、②リハビリ記録閲覧アプリ（2

種類）、③リハビリ教材作成アプリで構成される。タブレット１台で教材作成からリハビリまでを行えるため、言語聴覚士の負担

を減らせる。また、利用者個別の記録や教材を用意できるため、症状に合わせたリハビリを実施できる。

２．簡易視線解析システムの開発（図４）

症状の回復具合やリハビリの効果を定量的に評価するため、認知と密接な関係がある視線の動きに着目し、PC と視線検出

デバイスで構成した視線解析システムを開発している。現在は視線トレース、ヒートマップ解析、録画機能を実装している。

【本システムの特徴と応用分野】

市販の言語訓練ツールは教材が固定であり、なおかつ高価である。本システムのアプリ群は無償で提供され、ST（支援者）

や利用者のニーズを反映させた教材の追加や変更が可能である。また、健康な高齢者の機能維持や療育を目的とした利用

も可能である。視線解析システムは、高齢者への生活上の注意喚起をするための支援ツールとしての応用を検討している。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

Android タブレット（言語機能訓練支援アプリケーション）

ノートパソコン（視線解析システム）



所属： 沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究タイトル：

情報システムの構築・運用，及び応用
氏名： 金城 篤史／Kinjo, Atsushi E-mail： akinjo@okinawa-ct.ac.jp

職名： 准教授 学位： 博士(工学)

所属学会・協会： 情報処理学会，電子情報通信学会，海洋音響学会，水産学会

キーワード： 情報システム，情報ネットワーク，海洋音響，農業情報

技術相談

提供可能技術：

・情報システムの構築

・情報ネットワーク構築

・サーバー仮想化

研究内容：

情報システムを構築・運用するため基礎技術から、それをどのように応用するかに着目して研究を行っています．

情報システムを構築するためには，業務を分析したうえで，それらの業務をコンピューターに実施させる必要があ

ります．それにはコンピューターの知識を始め，それを接続するための情報ネットワークの知識，コンピューターに

業務を処理させるためのプログラミングの知識、プログラムを作成するためのアルゴリズムや人工知能，画像処

理，並列計算など様々な知識が必要となります．それらの知識を効果的に組み合わせてシステムとして実現する

ための研究を行っています。

情報システム

人工知能

画像処理

情報ネットワーク

センサー
ネットワーク

計算機システム

計測システム

プログラミング

and more …

農業への応用

教育への応用

水産への応用

環境・資源問題
への応用

and more …

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）



所属： 沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究タイトル：

マルチエージェント・システムによる複雑系の解析
氏名： 佐藤 尚 ／ SATO Takashi E-mail： stakashi@okinawa-ct.ac.jp

職名： 准教授 学位： 博士（知識科学）

所属学会・協会： 人工知能学会、進化経済学会、進化計算学会、日本神経回路学会、日本人間行動進化学会

キーワード： 複雑系、人工生命、人工知能、進化言語学、進化論的計算、マルチエージェント・システム、ニューラルネットワーク、強化学習

技術相談

提供可能技術：

・人工生命手法による多様かつ複雑なパターン形成・協調行動創発・生態系シミュレーションなどに関する技術

・マルチエージェントシステムの設計、および解析技術

・進化論的計算手法を用いた多目的問題の最適解探索に関する技術

研究内容： 生命・認知・言語・社会・経済などの自律的に発展 / 進化する「複雑系」に関する構成論的研究

本研究の目的は、以下のことを明らかにし、そして理解することである：

 理解したい対象の基となるシステムを構成し、そのシステムを動かすことを通して対象の理解を試みる「構成論的

アプローチ」による「複雑系の普遍的特徴」

 内部ダイナミクスを持つ動的認知主体で構成される「マルチエージェント・システム」を用いた「複雑な創発現象の

ダイナミクス」

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

・24 Xeon コア，NVIDIA Tesla P100 (16GB)＊6 枚，および 24TB＊2 の外部

RAID を持つ Deep Learning シミュレーション用計算サーバ（TYAN）

・2.5GHz Intel Xeon W 28 コア、および 32TBの内部RAID を持つ高度

計算用サーバ＊2 台（Apple）



所属：メディア情報工学科

研究タイトル：

戦略的な施設維持管理のためのデジタルツイン構築に関する基礎研究

氏名： 仲間祐貴 ／ NAKAMA Yuki E-mail： nakama@okinawa-ct.ac.jp

職名： 講師 学位： 博士（工学）

所属学会・協会： 日本建築学会

キーワード： 施設維持管理、FM、CAFM、BIM、ウェブシステム、IoT、ドローン、データベース、ビッグデータ

技術相談

提供可能技術：

・点検業務に関する情報支援技術の活用（モバイル端末、センサー、ドローン等）

・収集した点検結果を指定の表形式に出力するシステム構築

・BIM を活用した維持管理支援システム構築

・LCRC算定ウェブシステムの構築

研究内容：

我が国では、今後数十年に渡って急激な人口減少の

局面を迎えると予測されており、労働人口減少による慢

性的な維持管理者の人材不足の中で、多くの建築スト

ックを管理しなければなりません。建替えが難しくなった

ため、特に、建物の維持保全コストの低減、建物の長寿

命化、省エネルギー化や利用者満足度の向上など、施

設維持管理に関する要求が高度になっており、戦略的

に維持管理を行うことが求められています。

一方、近年、現実世界の事象をデジタル上にほぼリア

ルタイムに再現するという、次世代のものづくりにおける

重要な「デジタルツイン」と呼ばれる情報技術の概念が

広まりつつあります。例えば、工場の機械や出荷する製

品を、システム上にあたかも双子のように現実世界を模

したシミュレーション空間を構築し、現実の工場の制御

と管理を容易にする手法として期待されています。そこ

で、維持管理対象の建物の管理状態をほぼリアルタイ

ムにデータ化する（デジタルツインを構築する）ことで、

戦略的な施設維持管理に寄与できるのではと考え、研

究しています。

具体的には、「従来の点検業務に、センサーやドロー

ンを活用した維持管理のビッグデータの獲得」、「ビッグ

データを BIM モデルと結び付けた見える化」、「報告書

の自動生成や「過去」、「現在」の情報を分析して「将来」

を予測した情報提供」の 3 つの項目の研究により、戦略

的な施設維持管理のためのデジタルツイン構築に関す

る基礎研究を行っています。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）



所属： 沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科

研究タイトル：

画像解析によるコンピュータ支援診断
氏名： 當間 栄作／ TOHMA Eisaku E-mail： tohma@okinawa-ct.ac.jp

職名： 助教 学位： 修士（理学）

所属学会・協会： 電子情報通信学会

キーワード： 画像処理，画像解析，ソフトコンピューティング

技術相談

提供可能技術：

・画像処理技術

研究内容：

 眼底画像解析による動脈硬化診断

日本での主な死因は、心疾患や脳血管疾患などの循環器疾患であり，この2つを合わせて約26%とい

う高い割合を占めています。特に、脳卒中は自覚症状なく突然発症することが多く、また、半身の麻痺

や言語障害などの後遺症が残ることも少なくありません。健康で、質の高い生活をするためにこれらの

疾患を予防することが重要です。

高血圧・動脈硬化、脳血管疾患などを診断する方法として、眼底検査がある。眼底とは眼球の底の

網膜などを含む部分のことで、人体で唯一血管を直接観察することができます。眼底画像から高血圧、

動脈硬化、脳血管疾患などを診断するだけではなく、将来の発症も予測すること可能です。

眼底検査は医師が眼底を観察し、診断を行います。しかし、この診断結果は医師の能力に依存し、

客観性・再現性は低いものとなっています。そこで、コンピュータを用いた解析を行うことで、客観性・

再現性を保証します。

眼底画像に着目した、診断のための画像解析の研究を行っています。

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）


